
令和５年度第２回江丹別まちづくり推進協議会

と き 令和５年１０月４日(水)

午後１時３０分

ところ 嵐山中央会館

１ 開 会

２ 市政情報の提供

(1) 【仮称】第５期旭川市地域福祉計画・旭川市社会福祉協議会第７期地域福祉

活動計画の策定について（福祉保険部 福祉保険課）

３ 議 事

(1) 江丹別まちづくり推進プログラム・「市への要望・地域からの提案」に対す

る旭川市の考え方について

(2) 令和５年度江丹別まちづくり実行委員会事業中間報告について

(3) その他

４ 次回開催について

５ 閉 会



  09-江丹別

●　

●

●

●

●

● 255人 [15 位 ]

● 137世帯 [15 位 ]

● 7.8% [14 位 ]

● 45.8% [14 位 ]

● 46.3% [ 2 位 ]

● 70.1% [ 4 位 ]

●

● 2地区

● 1施設

● 1地区

消防団

● 1地区 除雪センター

 ※　順位は，15地域中で数値が大きいほうを上位とする

09　江丹別まちづくり推進プログラム

　地　域　目　標
安 心 ・ 安 全 な 暮 ら し の 確 保 と 地 域 の 自 立 ・ 活 性 化 に よ る
持 続 可 能 な 農 村 地 域 づ く り
※参考　

 １　地域の特性

旭川の北西に位置し，広大な面積の中で江丹別，嵐山，春日の3つの生活圏があり，周囲を小高い山に囲まれた自
然豊かな地域

酪農，畜産，そばの栽培が盛んな農業地帯

夏冬の寒暖差が60度を超え，明瞭な四季を感じることができる。

住民同士のつながりは強く，外からの移住者にも暖かい地域性がある。

市内で唯一，山村振興法による振興山村地域に指定されている。

 ２　地域の基本情報

人 口

世 帯 数

0～14歳人口

15～64歳人口

65歳以上人口

町内会加入率

町 内 会 数 12町内会

市民委員会数

（江丹別，嵐山）

地域包括支援センター

（神居・江丹別）

地区社会福祉協議会

（江丹別） 第20・第21分団

民生委員・児童委員協議会 北星・江丹別

（江丹別） 地域の特徴的な施設 旧神居古潭駅舎，とみはら自然の森

 ※　数値は，令和4年4月1日現在

都市計画マスタープラン
（H29.2改訂）地域づくりの目標

・西地域
　～自然環境と調和し，地形を活かした良好な住環境づくり
　～豊かな自然をいかした定住環境づくり
　～農村と都市の交流による活力ある地域づくり
　～自然や歴史に抱かれた体験型レクリエーションの拠点づくり

主
な
市
有
施
設

市全域を対象
とした施設

春日青少年の家，廃棄物処分場，中園
廃棄物最終処分場

主に地域住民を
対象とした施設

江丹別支所，江丹別支所嵐山出張所，
嵐山中央会館

文化・スポーツ
施設

嵐山レクリエーション施設，江丹別公民
館，江丹別若者の郷

教
育
・

子
育
て
施
設

小・中学校
江丹別小，嵐山小
江丹別中，嵐山中

高校・大学
特別支援学校

安
心
・

安
全
の
施
設

警察署・消防署

1 ページ
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 ３　地域資源と特色のある取組

■ 地域資源 ■ 特色のある取組

は令和4年度の協議結果により，追加・修正等を行った項目

地域で認識している諸課題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

・介護教室等の定例開催による地域での高齢者支援
（全域）

○ 地区社協・包括支援センター

・社協等による見守り事業の実施（全域） ○ 地区社協・地区民児協
・高齢者世帯の除雪支援（全域） ○ 地区社協

・放課後児童等の居場所づくり（江丹別） ・放課後児童クラブ的なものの設置（江丹別） ○(R1～） エタンペッ運営委員会 ・活動に対する支援の継続

・地域の医療機関の存続（江丹別）
・診療所と連携し，通院の困難な高齢者等の送迎（江
丹別）

○ 市 ・江丹別診療所の存続

■ 教育，文化，スポーツ振興

地域で認識している諸課題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

・移住者対策としての分譲地，借家等の設置（江丹別・
嵐山）

○ 事業者・地域 ・優良田園住宅推進の支援

・江丹別・嵐山両小中学校の存続（江丹別・嵐山） ○ 市 ・江丹別・嵐山両小中学校の存続
・江丹別小中学校の老朽化対策（江丹別） ー 市 ・江丹別小中学校の老朽化対策
・ＨＰ等による小規模学校教育の魅力発信（江丹別・嵐
山）

ー 地域

・春日青少年の家の存続及び老朽化対策（春日） ・キャンプ施設としてのＰＲ（春日） ー 地域 ・春日青少年の家の存続，老朽化対策

■ 地産地消，商店街の振興，魅力発信，賑わいづくり

地域で認識している諸課題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

・地域マップ，地域ＰＲ絵はがきの作成，地域ＰＲパネル
展の開催，インターネットによる情報発信

○(H24～） 江丹別まちづくり実行委員会

・農業体験，そば作り体験，農産加工品作り体験の実
施，春日農村体験住宅の開設（全域）

○ 地域・公民館・事業者

・農業の６次産業化推進及び江丹別ブランド品の創出
（全域）

・江丹別そば，江丹別の青いチーズ，ブルーチーズのブ
ランド化及びそれに続く地域ブランドの創出（江丹別）

○ 地域

・若者の郷の老朽化対策（江丹別） ・若者の郷の老朽化対策（江丹別） － 市 ・若者の郷施設の老朽化対策
・移住者対策としての分譲地，借家等の設置（嵐山・江
丹別）

○ 事業者・地域 ・移住者対策の支援

・新規就農者の斡旋及び支援 ○ 市 ・新規農業就業者の斡旋及び支援の継続
・道路及び駅構内への砂利敷設（春日） ○ 事業者
・駅舎施設の安全確保 － 事業者

■ 基本的な生活環境の確保，環境保全，事故・犯罪の防止，防災

地域で認識している諸課題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

・地域生活維持に必要な施設等の存続（全域）
・既存店舗・スタンド・金融機関・郵便局・バス等の活用
（江丹別・嵐山）

○ 地域

・鳥獣等の被害対策（全域）
・農産品の防除策の実施，鹿・アライグマ等の駆除（全
域）

○ 地域・市 ・必要に応じた防除・駆除対策の実施

・生活環境の保全対策（全域） ・カメムシの駆除（全域） － 地域・市 ・害虫の駆除対策の実施及び支援
・融雪・大雨に備えた，河川・道路・排水路等の継続的
整備（全域）　

・河川・道路等の継続的維持管理（全域） ○ 地域・市・道 ・河川・道路・排水路等の継続的整備・補修

・防災体制の確立及び防災対策の実施（全域） ○ 地域 ・防災対策に対する支援
・雪害対策のための積雪観測点の設置（江丹別） － 気象庁 ・積雪観測点設置の気象庁への要望
・江丹別地域担当警察派出所駐在員の定期的巡回
（全域）

○ 警察署

・オンコ並木の維持管理（江丹別） ・継続的な維持管理の実施（江丹別） ○ 市 ・維持管理の継続的実施

４　地域の現状と課題解決のための取組・市への要望等

■ 福祉，子育て，健康づくり，地域の支え合いの強化

●江丹別そば（そば打ち体験有り）（江丹別）　●肉加工品（ソーセージ等）（江丹別・嵐山）　●若者の郷（江丹別）　
●乳製品（チーズ，ソフトクリーム）（江丹別）　●優良田園住宅（嵐山）　●移住生活体験住宅（嵐山）　
●市営牧場（江丹別）　●とみはら自然の森（江丹別）　●嵐山公園（嵐山）　●パークランド嵐山（嵐山）　
●嵐山中央会館（嵐山）　●春日青少年の家（春日）　●旧神居古潭駅舎（春日）　●島田音楽堂（嵐山）　
●牧場体験（江丹別）　●民泊施設（江丹別）　●景観（そば畑，桜並木，紅葉，冬の樹氷）（江丹別・嵐山・春日）　
●寒さ（アメダス運用後の国内最低気温の公式記録）（江丹別）　

●ウチダザリガニ防除体験・環境保全啓発活動（ウチダザリガニ防除隊）（江丹別・嵐山）
●そば打ち教室等を通じた江丹別そばの普及（江丹別公民館（江丹別麺食クラブ）・若者の郷）（江丹別）
●「江丹別地域づくり推進プラン」の策定・推進（市民委員会・市）（江丹別・嵐山・春日）

・高齢者の介護・医療・生活支援対策（全域） ・地域福祉拠点づくりへの支援

・小中学校の存続及び老朽化対策（江丹別・嵐山）

・地域の魅力ＰＲ（全域）

・移住者対策（江丹別・嵐山）

・伊納駅施設の安全確保及び周辺道路の浸水対策
（春日）

・事業者（ＪＲ）への要請

・防災対策（全域）

2ページ
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■ 郷土愛や誇りの醸成・コミュニティ活性化（世代間交流）

地域で認識している諸課題（地域の課題）  課題解決の取組・魅力づくり
実施
状況

実施
主体

備　考 市への要望・地域からの提案

・移住者対策としての分譲地，借家等の設置（嵐山・江
丹別）

○ 事業者・地域

・江丹別の魅力発信による移住者の創出（嵐山・江丹
別）

○ 地域

・世代間交流（全域）
・公民館・学校・地域事業における世代間交流（嵐山・
江丹別）

○ 江丹別公民館・学校・地域

・地域間交流（全域） ・３地域全体でのイベント実施（全域） －

・高齢化の進展及び転出による人口減（全域）

3ページ
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取組・テーマ 実施主体

地域ＰＲマップの作成・更新
江丹別まちづくり
推進協議会・

まちづくり実行委員会

地域魅力パネル展開催
江丹別まちづくり
推進協議会・

まちづくり実行委員会

花による魅力ある景観づくり
江丹別まちづくり
推進協議会・

まちづくり実行委員会

地域の景観ＰＲ絵はがきの作成
江丹別まちづくり
推進協議会・

まちづくり実行委員会

嵐山のコンサートホールでの演
奏会

江丹別まちづくり
推進協議会・

まちづくり実行委員会

江丹別通信の定期発行
江丹別まちづくり
推進協議会・

まちづくり実行委員会

インターネットによる情報発信 まちづくり実行委員会

防災に関する説明会 まちづくり実行委員会

放課後児童等の居場所づくり
エタンペッ

運営委員会

江丹別をテーマに講演会開催 まちづくり実行委員会

■

・江丹別まちづくり推進協議会ホームページアドレス
　https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/kurashi/408/machikyou/etanbetsu-machi-top.html

・QRコード

 ５　過去の取組

実施
年度

主な内容

H24～

　江丹別地域の豊かな自然・癒しの景観，市民が気
軽に訪れることのできる施設を紹介するマップを作成
し，地域内外の施設に配置し，必要に応じて改定，
増刷している。

H26～
　江丹別の魅力を「観る（景観）」「食べる」「体験（レ
ジャー）」「定住・移住」をモチーフに５種類のパネル
を作成し，市内の様々な施設で展示を行っている。

H27～

　行楽に訪れる人や，道道を通過していく人達へ向
け，住宅・施設の前や，沿道に，プランターに植栽し
た花を設置し，心をなごませる景観づくりを行ってい
る。

H28～

　江丹別の癒しの景観の写真を募集し，それを元
に，毎年度６種類の絵ハガキを作成し，地域の施設
等に配置し，訪れた人々に自由に持ち帰ってもらっ
ている。

H27
　日本公演中のスイスのキッズジャズバンドを，嵐山
の島田音楽堂に招き，演奏会を開催し，その前後の
時間を利用して地域の子ども達との交流を行った。

H28～

　それまでの「江丹別支所からのお知らせ」を発展さ
せ，江丹別・嵐山両市民委員会，春日振興会，地
区社協等の協力を得て，年４回，地域内全戸配布
の，Ａ４版，カラー印刷の広報紙を発行している。

H29～

　廉価なレンタルサーバを活用し，江丹別の独自ドメ
インを取得し，「江丹別（そばとチーズのえたんべ
つ）」というホームページを開設し，江丹別の魅力・情
報を随時発信している。
　災害時の情報発信手段としての活用も予定してい
る。

H30
　市民委員会，学校，地区社協，民児協等の地域
内各組織へ参加を呼びかけ，防災課による説明会
を実施した。

R1～
　江丹別市民交流センター等を活用し，児童等が安
全・安心して過ごすことのできる放課後の居場所づく
りを行った。

R３
　「これからの江丹別について」をテーマに講演会を
開催し，地域住民や近年移住した若者達が参加し
交流を行った。

６　地域まちづくり推進協議会の周知・広報

市ホームページ内の掲載及びまちづくり推進協議会NEWS（速報版）の地域内施設への掲示等により周
知・広報を行っている。

4ページ



江丹別地域

とみはら自然の森

市営牧場

廃棄物処分場

江丹別若者の郷

江丹別市民交流センター
（江丹別支所，江丹別公民館，
図書館分室，保育所，診療所）

消防団第２０分団

江丹別小中学校

市営牧場

江丹別支所嵐山出張所
嵐山中央会館

嵐山小中学校

消防団第２１分団

嵐山レクリエーション施設

春日青少年の家

支所・出張所

公民館

住民・地区センター等

地域包括支援センター

学校（避難所）

水害発生時利用不可

図書館

消防署・消防団

児童施設

福祉施設

除雪センター

警察署・交番

その他

凡例

中園棄物最終処分場

嵐山保育所
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回答様式

各地域まちづくり推進プログラム　「市への要望・地域からの提案」に対する本市の考え方（R5）

No. 地域 要望・提案事項 要望・提案の具体的内容
照会先

（部局名）
本市の考え方（回答）

1 09江丹別 ・江丹別診療所の存続

　江丹別地域はバスの便が悪く，市内中心部にあ
る医療機関への通院は高齢者にとってはかなりの
負担であり，唯一の医療機関である江丹別診療所
の存続を継続してほしい。

市立旭川病院
　市立病院としましては，公立病院として地域住民の安全安心
な暮らしを支えていかなければならないと考えており，今後も
江丹別診療所を継続して運営してまいります。

2 09江丹別
・優良田園住宅推進の
支援

　嵐山地区の優良田園住宅について，造成後２０
年近く経過しているが，その利用は昨年度１区画
増えはしたが４区画であり，課題点を精査するな
どし，結果に結びつく施策を実施してほしい。
（周囲に散策路を設ける，パークランド嵐山まで
繋がる散策路の整備等の工夫を行ったらどうだろ
うとの委員からの意見あり）

地域振興部

　散策路の設置につきましては，担当部局とも協議をしてまい
りましたが，現時点では難しい状況です。
　市では，嵐山地区を含む江丹別地区に住宅を新築等する際に
交付する山村定住促進補助金制度を設けており，令和５年度か
らは交付決定方法の見直しを行い，できるだけ多くの方に御利
用いただけるよう制度の利便性を高める取組を行っておりま
す。
　近年，本制度に関する相談が増加傾向にありますことから，
引き続き，本制度及び優良田園住宅に関する周知を図ってまい
ります。
　また，嵐山地区の方々と市で組織する旭川嵐山移住生活体験
住宅運営協議会におきましても，優良田園住宅を含む嵐山地区
への移住を促進するため，地区での移住体験ができる事業を進
めているところです。
　こうした取組を通じて，地域の皆様との連携を深める中で，
嵐山地区に人々が訪れたり，交流したりする機会を提供し，移
住につなげてまいりたいと考えております。

3 09江丹別
・江丹別・嵐山両小中
学校の存続，老朽化対
策

　江丹別・嵐山両小中学校ともに，小規模校であ
るため，廃止・統合の対象となっているが，地域
としては存続を強く望んでいる。
　特に江丹別については，就学前児童数が増加傾
向にあり，また市内の隣の地域までは距離も遠
く，学校の存続は不可欠である。また同校は改築
後４８年経過しており，老朽化対策が必要であ
る。

学校教育部

　江丹別小学校・中学校，嵐山小学校・中学校は，「旭川市立
小・中学校適正配置計画（令和２年３月改訂）」において，統
廃合の対象校としておりますが，統廃合を進めるに当たって
は，保護者や地域の合意を得ることとしており，今後，保護者
や地域と十分に協議をしてまいりたいと考えています。
　また，江丹別小・中学校の校舎については，これまでも必要
に応じて修繕を行っており，今後も引き続き維持管理に努めて
まいります。

4 09江丹別
・春日青少年の家の存
続，老朽化対策

　春日小学校廃校時に地域との約束において，春
日青少年の家として存続している施設であり，グ
ラウンドがキャンプ場として利用されており，存
続及び老朽化対策を講じてほしい。
　また，災害時の地域の避難所としての役割も期
待できる。（現在，春日地域の避難所として，台
場小学校が指定されているが，石狩川を渡る必要
があり，現実的ではないという意見がある。）

子育て支援部

　平成１９年度行政評価により，「他の類似施設の整備状況等
を考慮し，廃止を検討すること」との最終評価があったことを
受け，地域住民に対して，廃止に向けた市の考え方を説明する
とともに，廃止後の施設の活用策についても協議を行った結
果，建物は可能な限り使用し，今後，大幅な修繕が生じた場合
には廃止することで，平成３０年５月に春日地区振興会会長の
了承を得ています。



回答様式

各地域まちづくり推進プログラム　「市への要望・地域からの提案」に対する本市の考え方（R5）

No. 地域 要望・提案事項 要望・提案の具体的内容
照会先

（部局名）
本市の考え方（回答）

5 09江丹別 ・移住者対策の支援
　人口減少が年々進む中，移住者対策の支援を望
む。

地域振興部

　市では，嵐山地区を含む江丹別地区に住宅を新築等する際に
交付する山村定住促進補助金制度を設け，地域への移住促進に
取り組んでおります。平成３０年度以降，３件（３世帯１０
名）の利用実績があり，令和５年度におきましても２件の交付
決定を行い，地域への移住の一助となっております。
　また，令和元年度から行っている首都圏等からの移住者に対
する支援制度の活用のほか，移住相談会への出展，地域での移
住体験事業や空家情報の提供など，地域の皆様との連携を深
め，地域への移住促進を図る取組を進めてまいります。

6 09江丹別
・新規農業就業者の斡
旋及び支援

　農業者でない者が新規農業者となるためには，
資格・資金等多くの課題があり，それを支援する
ための窓口（単なる相談窓口ではなく，就農に至
るまでをフォローアップするような窓口）が必
要。

農政部

　新規就農者の支援につきましては，地域を問わず旭川市内全
域を対象として，就農相談から研修受入農家のあっせん，農地
の確保等の就農準備，そして就農後においては経営全般にわた
るフォローアップ等，就農までの各段階に応じた支援を行って
おります。
　また，資金面では，研修期間や営農開始間もない時期を支え
る国の新規就農者育成総合対策による資金の活用や，市独自に
研修期間中の家賃助成や営農開始から４年目以降に経営を発展
させるために必要な機械設備等の導入費用の一部を助成する支
援を行っております。

7 09江丹別
・伊納駅の事業者（Ｊ
Ｒ）への要請

　駅舎・ホームが撤去され，ＪＲ敷地部分の簡易
的な舗装を行ってはもらったが，引き続き旧伊納
駅周辺のＪＲ用地の悪路対策をお願いしたい。

地域振興部

　伊納駅の廃止に伴い駅舎･ホームは撤去され，撤去工事時に
JRの敷地となっている砂利の部分を簡易的な舗装に改修頂きま
した。
　今後も悪路とならないよう，ＪＲへ管理をお願いしてまいり
ます。

8 09江丹別
・必要に応じた防除・
駆除対策の実施

　カラス，キツネ，タヌキ，アライグマ，鹿の農
作物の被害対策を講じてほしい。

農政部

　本市の獣害対策は，「旭川市鳥獣被害防止計画」に基づき実
施しております。
　アライグマの対策は，被害のある農業者に無償で箱わなを貸
し出しし，農業者自身が捕獲従事者となることで，効果的かつ
効率的な駆除を推進しており，捕獲した個体については市が回
収し，殺処分しております。
　また，キツネ及びエゾシカの対策としては，地元猟友会会員
を隊員とした旭川市鳥獣被害対策実施隊による銃器やわなによ
る捕獲及び冬期の一斉捕獲により，被害軽減と個体数の適正管
理に努めているところです。
　その他の鳥獣による農業被害に対しましても，関係機関と連
携した対策を継続するとともに，自己防衛の取組拡大への支援
につきましても推進してまいりたいと考えておりますので，鳥
獣による農業被害が見られましたら，農業振興課まで御連絡を
いただければと思います。



回答様式

各地域まちづくり推進プログラム　「市への要望・地域からの提案」に対する本市の考え方（R5）

No. 地域 要望・提案事項 要望・提案の具体的内容
照会先

（部局名）
本市の考え方（回答）

9 09江丹別
・害虫の駆除対策の実
施及び支援

　カメムシが夏季に大量発生するなど生活環境の
悪化に大きく影響し，防除費用等への負担も大き
いことから，防除するための薬剤散布の実施や支
援する制度など必要な対策を講じてほしい。

保健所
環境部

（保健所）（環境部）
　カメムシなどの害虫を駆除するための薬剤散布は，保健所及
び環境部では行っておりません。
　生活環境の悪化等お困りの場合は，民間の害虫駆除業者等に
御相談いただくよう御案内しております。

10 09江丹別
・防災対策に対する支
援

　近年の異常気象により，水害の被害が発生して
おり，災害が発生した際の支援を望む。

防災安全部
保健所

（防災安全部）
　水害が発生した場合におきましては，被害の状況に応じて被
災者支援を目的とした相談窓口の設置等により各種支援制度を
案内し，地域の皆様が生活再建や地域の復興に向けて取り組む
ことができるように努めてまいります。
（保健所）
　保健所では，災害によって浸水被害にあった住居等に対する
消毒（薬剤散布）を無料で行っております。（災害による浸水
被害の場合，消毒に係る手数料は免除となります。）

11 09江丹別
・積雪観測点設置の気
象庁への要望

　冬期間における雪害対策上，積雪情報は重要で
ある。
　近年は幌加内町に匹敵すると思われる積雪があ
るものの，アメダス観測点が積雪量の計測を行っ
ていないため，具体的な積雪量が分からないた
め，積雪についての観測も行ってほしい。
（気象庁によらず，市独自に設置して観測しては
どうかとの委員意見あり。）

防災安全部

　旭川地方気象台に確認したところ，「江丹別観測地点におい
て積雪の観測を行うことは難しいが，気象予測については，江
丹別地域を含めた大気の状態を予測している。」との回答を得
ております。
（積雪の観測を含む気象予測等は，気象庁が行うことで効果が
得られることから，市独自の観測機設置や運用は検討しており
ません。）

12 09江丹別
・オンコ並木の維持管
理の継続的実施

　江丹別の出身者の寄贈により造成されたオンコ
並木について，継続的に維持管理を行ってほし
い。

農政部
　オンコ並木（イチイ並木）については，並木の適正管理（せ
ん定・抜根等）に努めていくとともに，将来の並木再生に向け
て，寄附者の遺志に配慮しながら移植等を進めてまいります。

13 09江丹別
・放課後児童等の居場
所づくりへの活動支援
の継続について

　令和元年度から地元関係者が設置した運営委員
会により放課後児童クラブ的なものが活動・運営
されているが，今後もその活動に対する財政的，
人的支援を継続してほしい。

子育て支援部

　放課後子供教室（エタンペッ）につきましては，江丹別小中
学校の児童を対象に事業開始の令和元年度から週5日体制での
実施を継続しております。
今後につきましても，地域の要望を伺いながら，継続的な運
営，実施について検討してまいります。

14 09江丹別
・融雪，大雨に備えた
河川，道路等の継続整
備について

　地形上道路が川沿いを通ることが多く，大雨等
による河川の増水による氾濫や道路の通行支障，
通行止めは，地域の移動方法の確保及び非常時の
避難に大きな影響を与えるので，今後も継続して
河川・道路の整備を実施してほしい。

土木部

　旭川市が管理する道路及び河川につきましては，利用状況や
現地状況を確認し，状態が悪く，整備の緊急性が高いと判断さ
れる箇所から，順次整備を実施しておりますので，今後も状況
把握に努めてまいります。
　また，北海道が管理している道路及び河川についても，旭川
市から北海道に対して整備等に関する要望を継続的に行ってま
いります。



令和５年度江丹別まちづくり実行委員会事業について

１ 令和５年度事業中間報告
(1) 江丹別の魅力ＰＲ推進事業の事業内容
①「ぐるっと江丹別魅力満載マップ」の改訂
ア 掲載情報を各施設に内容確認した上で更新。
イ 製作部数３，０００部予定。
ウ 令和６年３月頃完成予定。その後，各施設配布。

② 江丹別の魅力ＰＲパネル展
ア Ａ１版サイズの５枚セットパネル
(ｱ) パークランド嵐山（夏の開園期間継続して展示）
(ｲ) まちなか交流館（他の展示のない時期に断続的に展示）
イ Ａ３版サイズの５枚セットパネル（いずれも常設）
(ｱ) 嵐山中央会館
(ｲ) 嵐山小中学校
(ｳ) 若者の郷（若者センター）
(ｴ) 若者の郷（グリーンセンター）
(ｵ) 廃棄物処分場
(ｶ) 春日青少年の家

③ インターネットを活用した地域ＰＲ
平成２９年度から継続し，廉価なレンタルサーバ及び独自ドメインを活用し，
「江丹別（そばとチーズのえたんべつ）」のホームページを公開。

④ 江丹別通信の発行
ア 第１号を６月，第２号を９月に発行。（Ａ３版，両面カラー，各戸配布）
イ 年４回発行することとしており，今後，１２月，３月頃に発行予定

(2) 江丹別の魅力ＰＲ推進事業の予算執行状況
① 補助金額 １６０，０００円
② 支出済額 ８，９５２円
（内訳）インターネット関連経費

・ レンタルサーバ使用料（１年間） ５，８９８円
・ 独自ドメイン使用料 （１年間） ３，０５４円

③ 今後の支出予定
○ 「ぐるっと江丹別魅力満載マップ」印刷費 １２３，２００円（予定）
○ 江丹別通信印刷インク代等 ２７，８４８円（予定）

２ 現在検討中の事業の予算額
(1) 予算額 ９６，０００円


